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令和 2年度第 1回柏原市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会議事録 

日  時 令和 2年 12月 21日(月) 午後 2時から午後 3時 00分まで 

場  所 柏原市役所別館 3階 男女共同参画センター 会議室 

出 席 者 （柏原市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会委員） 

○石橋委員（柏原市健康福祉部） 

○石村委員（パナソニックサイクルテック株式会社） 

○市川委員（柏原市政策推進部） 

○重森委員（関西福祉科学大学） 

○西戸委員（柏原市市民部） 

○橋本委員（株式会社りそな銀行柏原支店） 

○三宅委員（市民） 

（50音順） 

欠 席 者 ○茅野委員（大阪中河内農業協同組合） 

○河村委員（大阪教育大学） 

○畠山委員（柏原市労働組合協議会） 

（50音順） 

事 務 局 ○安田 総合政策監 

○小林 政策推進部次長兼課長 

〇榎内 企画調整課参事 

○中嶋 企画調整課課長補佐 

○松田 企画調整課主務 

○大井 柏原市商工会事務局長 

会議次第 １ 開会 

２ 議題 

第２期柏原市まち・ひと・しごと創生総合戦略 策定方針（案）について 

３ その他 

４ 閉会 
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１ 開  会 

 ○委員会成立報告 

委員 7名出席により、推進委員会規則第 5条第 2項の規定に基づいて、

委員会が成立していることを報告。 

 

２ 議  題 

委員長 開会挨拶 

事務局 【資料確認】 

・次第 

・第 2期柏原市まち・ひと・しごと創生総合戦略 策定方針（案） 

（参考） 

・委員名簿 

・重要業績評価指標一覧 

・今後のスケジュール 

 

【委員会の運営等】 

委員会を公開とし、推進委員会議事録を作成し、公表する。 

委員会開催時には傍聴者の入室を認める。 

委員長 

 

 

事務局説明 

 

 

委員長 

 

A委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

A委員 

 

【議事進行】 

（１）第 2期柏原市まち・ひと・しごと創生総合戦略 策定方針（案） 

 

（事務局 説明） 

 

 

事務局の説明に対して、意見又は質問等を問う。 

 

新型コロナウイルス感染症の影響で、雇用など様々な分野で落ち込みが見

られるが、それに伴う今後の見通しについて教えていただきたい。また、

影響次第では、総合戦略を変更する可能性はあるか。 

 

まず、市として、税収の減少が見込まれるが、ご存知のとおり新型コロナ

ウイルス感染症の影響がすぐに表れるものではなく、タイムラグが生じ

る。今年度においては、地方創生臨時交付金を活用して、感染症対策や事

業者支援などの対応策を講じているが、今後は、対応策の実施に加えて、

税収の影響も十分に考慮しなければならない。 

そのため、大幅に税収が減少した場合は、戦略の考え方も見直す必要があ

ると感じている。 

 

承知した。総合戦略では、政策毎に KPI（重要業績評価指標）を設定し、

毎年、効果検証を実施している。 
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事務局 

 

 

B委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

B委員 

 

 

 

 

 

 

C委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

事務局 

 

今後、効果検証を実施するにあたり、新型コロナウイルス感染症の影響に

よる達成率の低下は、取組の内容に関わらず避けられないように考える

が、事務局としてどのように考えているか。 

 

委員のご指摘のとおり各 KPI の達成率の低下は避けられないと考えてい

る。 

 

各論になってしまうが、若い世代が柏原市に住み続けたい、また、住み続

けたくないと回答する具体的な理由を、把握されている範囲で教示いただ

きたい。 

 

転入に関しては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大以前から、リモー

トワークなど働き方改革の推進により、本市の豊かな自然環境が見直さ

れ、柏原市に住みながら働く方が増えているように感じている。 

転出に関しては、詳細を把握することが困難のため、あくまで予想になる

が、雇用がない、大阪市内の方が便利で子育てしやすいなどの理由が中心

になると思う。 

 

20代の転出は、市内に大学が 2つあるため、当然、卒業を機に市外へ転出

される方が多い。 

先日、民間不動産会社が独自に調査した街の住みここちランキングを発表

している記事を見たが、近隣の奈良県王寺町が全国 1位となっていた。 

なぜ、王寺町が 1位になったのかを研究していただき、参考となる施策等

があれば取り入れていただきたい。 

 

B委員の質問と重なるが、転出に関して問題意識を持たれておられるが、

原因を特定することは容易ではないものの可能な限り特定していただき、

効果的な施策を講じていく必要があると思う。 

また、企業の立場から申し上げると、近年、自然災害が全国的に増加傾向

にあることを非常に危惧している。 

企業が危惧しているということは、当然市民も災害リスクを感じていると

思うので、公共事業に多額の費用を投入して、早急に災害リスクを下げる

といったことは困難だと思うが、十分に把握していただければと思う。 

 

承知した。 

 

ほかに事務局からはないか。 

 

今後のスケジュールについて説明させていただく。 

本日いただいた意見等を踏まえ、総合戦略の基本方針、基本目標を作成し、
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委員長 

 

D委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

D委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

D委員 

 

委員長 

 

 

1月中旬から下旬を目途に各委員へメールによる意見照会をさせていただ

きたい。 

意見照会終了後、基本方針・基本目標などを確定し、それに基づき庁内各

課で推進する施策を取りまとめて、総合戦略（案）を作成し、2月下旬か

ら 3 月上旬に開催予定の第 2 回推進委員会でこれらの内容について審議

していただく。 

その後、パブリックコメントを経て、3月下旬に第 3回推進委員会を開催

し、成案とさせていただく。 

 

事務局の説明に対して、意見又は質問を伺う。 

 

当該戦略は本市総合計画のリーディングプロジェクトとしての位置づけ

を重要視し、昨年、現行 1年延長することになった。 

現在、第 5次総合計画の策定を進めておられると思うが、進捗状況をご説

明いただきたい。 

 

現在、基本構想の審議会案が概ね完成したところである。 

また、基本計画については、現在各課から基本構想案に基づく施策案を取

りまとめているところであり、鋭意作成中である。 

なお、総合計画の策定スケジュールが新型コロナウイルス感染症の影響で

遅れているが、令和 3年 3月中には、基本構想及び基本計画の審議会案を

策定し、6月の市議会定例会で基本構想について議決をいただくよう進め

ている。 

 

 

第 2期を策定するにあたり、第 5次柏原市総合計画との整合性を図る必要

があることから第 1期の計画期間を 1年延長した経過がある。 

総合計画の策定が 6月になるとの説明であるが、総合戦略は 3月に策定す

ることに変わりはないか。 

 

総合戦略は、地方創生の取組を推進するうえで、切れ目なく策定するよう

国から求められていること、また、総合計画の審議会最終案は令和 3年 3

月にパブリックコメントを行った上で策定されることから、策定後に大幅

な修正の可能性が低いことなどを考慮し、3月中での策定を予定している。 

 

承知した。 

 

事務局が説明した内容に基づいて、今後進めるようお願いする。これにて

議題は全て終了となるが、他に意見等ないか。 
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（意見、質問なし） 

 

委員の皆様方には長時間にわたる議論をいただき、感謝申し上げる。次

回も、活発な議論をいただくようお願い申し上げ、本日の会議を閉会させ

ていただく。 

 


